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1 序論

日本から生まれた絵文字が今では Unicodeにも含まれ

ており，世界中で使われている．

同じ絵文字でも文章によって様々な意味を持つことが

ある [1]．そのような違いの一因として，絵文字が使わ

れる文章の言語の違いがあると思われる．そこで本研究

では，異なる言語における，絵文字の意味の違いを調査

する．

本研究では，word2vec[2, 3]のベクトルを，単語や絵

文字の意味と見なす．日本語の文章と英語の文章を収集

し，word2vec によって単語や絵文字をベクトルで表現

する．そうしてできるベクトルを分析することで，個々

の絵文字が持つ意味の，言語（日本語と英語）における

違いを発見する．

2 目的

Deepmoji[4] で用いられていた，よく使われる 64 種

類の絵文字を含むデータを Twitter から取得し，ここの

絵文字の，日本語の文章中での意味と英語の文章中での

意味を比較する．

3 手法

次の手順で調査する．

1. Twitter から絵文字を含むツイートを日本語と英語

の２種類を取得する．

2. 日本語のデータを分かち書きをする．

3. 絵文字のツイートを用いて word2vecのモデルを作

成する．

4. word2vecのモデルを用いて主成分分析する．

5. word2vecのモデルを用いてクラスター分析する．

6. 絵文字のコサイン類似度を出力し，日本語のモデル

Investigation of the influence of failure of web service based on
tweet analysis.
† Daiki NAITO (s1642091ez@s.chibakoudai.jp)
‡ Department of Project Management, Faculty of Social Systems

Science, Chiba Institute of Technology.

と英語のモデルで比較する．

4 結果

絵文字を含むツイートから word2vecのモデルを日本

語と英語の 2種類作成した．

日本語と英語のモデルを用いた主成分分析の結果を図

1と図 2に示す．日本語と英語のモデルを用いたクラス

ター分析の結果を図 3と図 4に示す．

表 1に絵文字のコサイン類似度を出力して日本語文中

と英文中で比較した際に意味が異なった絵文字を示す．

例えば，U+1F648 では日本語では照れを表し，英語で

は愚かなという意味を表している．

図 1 日本語のモデルにおける主成分分析の結果

図 2 英語のモデルにおける主成分分析の結果
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図 3 日本語のモデルにおけるクラスター分析の結果

図 4 英語のモデルにおけるクラスター分析の結果

表 1 日本語文中と英文中で意味が異なる絵文字

コードポイント絵文字 日本語 英語

U+1F648 照れ silly

U+1F480 キャラクターspooky

U+1F648 含み笑い think

U+1F64F お願い bless

U+1F590 はい Raise

U+1F4AA 頑張る sports

U+1F608 キャラクター（複数）

U+1F4AF 満点 （複数）

5 考察

日本語のモデルを主成分分析した図 1を見ると全体的

に分散していることがわかる．また，英語のモデルを主

成分分析した図 2を見ると下に要素が密集していること

がわかる．

絵文字のコサイン類似度を出力し確認したところ，分

散している単語は意味が異なっており，密集している単

語同士は似通ったものになっていた．

また，日本語のモデルをクラスター分析した図 3は感

情ごとに分かれていることが見て取れるが英語のモデル

をクラスター分析した図 4は 5行目や 9行目以降で意味

のまとまりがわからないものとなっている．

このことから実際によく使われており，意味が確立し

ている単語とあまり使われていない単語があるのではな

いかと推測される．

日本語では絵文字のコサイン類似度を出力すると他の

絵文字が出てくることが多くあった．日本語では絵文字

を用いて文章の内容を表しているが，英語では単語を言

い換えているため絵文字が連続して使用されないのでは

ないかと考えられる．

6 結論

Twitterからデータを取得し word2vecでモデルを 2種

類作成した．それらを用いて，日本語と英語における絵

文字の使われ方の差異を調査した．その結果，日本語で

の絵文字の使われ方と英語での絵文字の使われ方に違い

があることを確認した．今後，厳密に違いを調査するこ

とにより翻訳やコミュニケーションの助けになることが

期待できる．
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